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◇

特
集
「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ

原
爆
体
験
の
〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉

―
・

年
代
を
中
心
に

70

60

70

原
爆
体
験
の
〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉
を
問
う
こ
と

川

口

隆

行

二
〇
世
紀
半
ば
に
登
場
し
た
核
・
原
爆
は
、
人
間
、
社
会
、
自
然
の
あ
り

か
た
を
大
き
く
変
え
、
そ
れ
自
体
の
あ
る
い
は
関
連
す
る
様
々
な
表
象
を
生

み
出
し
た
。
核
・
原
爆
の
表
象
は
、
す
べ
て
の
表
象
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

生
産
や
受
容
の
様
態
を
含
む
社
会
的
文
化
的
関
係
性
に
お
い
て
表
出
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
国
民
国
家
は
そ
う
し
た
表
象
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
国
民
意

識
を
喚
起
し
て
き
た
。
国
民
国
家
を
含
め
「
共
感
の
共
同
体
」
は
、
「
実
際

に
は
生
き
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
を
生
き
て
い
る
」
「
同
時
性
」
の
感
覚
を

担
保
す
る
体
系
化
し
た
「
歴
史
的
語
り
」
＝
共
同
的
表
象
体
系
を
必
要
と
す

る
（
酒
井
直
樹
『
日
本
思
想
と
い
う
問
題

翻
訳
と
主
体
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

七
年
）
。
原
爆
体
験
も
そ
れ
が
広
範
に
社
会
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
戦

後
」
意
識
の
一
端
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
で
あ
り
、
「
原
爆
文
学
」
も
そ

れ
と
無
縁
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

拙
稿
「
「
原
爆
文
学
」
と
い
う
問
題
領
域

―
「
夏
の
花
」
「
黒
い
雨
」
の

正
典
化
、
あ
る
い
は
『
原
爆
文
学
史
』
」
（
『
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
文
学
／
教

育
』
２
、
二
〇
〇
一
年
。
の
ち
『
原
爆
文
学
と
い
う
問
題
領
域
』
創
言
社
、
二
〇

〇
八
年
所
収
）
に
お
い
て
、

年
代
後
半
か
ら

年
代
前
半
に
お
け
る
、
『
黒

60

70

い
雨
』
の
正
典
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
「
原
爆
文
学
」
の
ジ
ャ
ン
ル
化
を
問

題
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
『
黒
い
雨
』
再
読
を
企
図
し
た
特
集
で
言
及
さ

れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
私
な
り
に
言
え

ば
、
被
害
と
加
害
の
交
錯
、
体
験
の
共
有
化
と
い
っ
た
問
題
と
連
動
し
た
、

範
型
的
な
原
爆
物
語
の
生
成
と
受
容
、
そ
れ
へ
の
批
評
的
な
言
説
実
践
の
軌

跡
で
あ
っ
た
。
「
原
爆
文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
、
固
定
化
さ
れ
た
も
の

と
見
な
す
の
で
は
な
く
、
複
雑
な
社
会
文
化
的
関
係
性
、
錯
綜
し
た
声
の
せ

め
ぎ
合
い
が
継
続
さ
れ
る
記
憶
と
生
存
の
場
と
し
て
と
ら
え
返
そ
う
と
し
た

と
言
っ
て
も
よ
い
。

本
特
集
「
原
爆
体
験
の
〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉

―
・

年
代
を
中
心

60

70

に
」
は
、
個
人
的
に
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
議
論
を
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
引
き
上
げ
た
い
と
い
う
大
き
な
狙
い
が
あ
る
。
そ
の
点
か
ら

言
っ
て
も
、
本
特
集
は
、
『
黒
い
雨
』
再
読
を
目
的
と
し
た
特
集
と
車
の
両
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輪
の
関
係
に
あ
る
。

企
画
に
あ
た
っ
て
ま
ず
注
目
し
た
の
は
、
極
め
て
単
純
な
二
つ
の
事
実
で

あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、

年
代
半
ば
か
ら

年
代
前
半
に
か
け
て
、
原
爆
体

60

70

験
に
関
わ
る
小
説
、
詩
、
評
論
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
証
言
集
、
あ
る
い
は

文
学
的
発
言
な
ど
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
登
場
し
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

や
は
り
こ
の
時
期
、
既
存
の
党
派
や
組
織
に
頼
ら
な
い
様
々
な
社
会
運
動
や

市
民
運
動
、
文
化
運
動
が
新
た
に
生
ま
れ
、
展
開
し
た
こ
と
。
原
爆
体
験
の

〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉
の
相
関
関
係
を
前
景
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品

が
生
み
出
さ
れ
、
批
評
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
葛
藤
の
現
場
を
、
よ
り
い

っ
そ
う
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

※

こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
原
爆
関
連
の
著
作
を
思
い
つ
く
ま
ま
列
挙
し
て

お
こ
う
。
大
江
健
三
郎
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
（
一
九
六
五
年
）
、
広
島
市

原
爆
体
験
期
刊
行
会
編
『
原
爆
体
験
記
』
（
一
九
六
五
年
）
、
山
代
巴
編
『
こ

の
世
界
の
片
隅
で
』（
一
九
六
五
年
）
、
井
伏
鱒
二
『
黒
い
雨
』（
一
九
六
六
年
）
、

秋
月
辰
一
郎
『
長
崎
原
爆
記
』
（
一
九
六
六
年
）
、
福
田
須
磨
子
『
わ
れ
な
お

生
き
て
あ
り
』（
一
九
六
八
年
）
中
国
新
聞
社
編
『
証
言
は
消
え
な
い

広
島

の
記
録
１
』（
一
九
六
六
年
）
、
同
『
炎
の
日
か
ら

年

広
島
の
記
録
２
』（
一

20

九
六
六
年
）
、
同
『
ヒ
ロ
シ
マ
・

年

広
島
の
記
録
３
』（
一
九
七
一
年
）
、

25

栗
原
貞
子
『
ど
き
ゅ
め
ん
と
ヒ
ロ
シ
マ

年

―
現
代
の
救
済
』
（
一
九
七

24

〇
年
）
、
平
岡
敬
『
偏
見
と
差
別

―
ヒ
ロ
シ
マ
そ
し
て
被
爆
朝
鮮
人
』（
一

九
七
二
年
）
、
長
岡
弘
芳
『
原
爆
文
学
史
』
（
一
九
七
三
年
）
と
い
っ
た
よ
う

に
、
今
日
の
観
点
か
ら
見
て
も
重
要
な
著
作
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
一
目

瞭
然
で
あ
ろ
う
。
小
説
を
見
渡
し
て
も
、『
黒
い
雨
』
に
前
後
す
る
よ
う
に
、

竹
西
寛
子
「
儀
式
」（
一
九
六
三
年
）
、
井
上
光
晴
「
地
の
群
れ
」
（
一
九
六
三

年
）
、
後
藤
み
な
子
「
刻
を
曳
く
」（
一
九
七
一
年
）
、
佐
田
稲
子
「
樹
影
」（
一

九
七
〇
～
七
二
年
）
、
林
京
子
「
祭
り
の
場
」（
一
九
七
五
年
）
と
い
っ
た
、
現

在
ま
で
読
み
継
が
れ
る
作
品
が
輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
沢
啓
治
が
、
自

身
初
の
原
爆
マ
ン
ガ
「
黒
い
雨
に
う
た
れ
て
」
を
発
表
し
た
の
は
一
九
六
八

年
、
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
一
九
七
三
年
の
こ

と
で
あ
る
。

「
広
島
で
原
爆
を
受
け
た
そ
の
日
以
来
」
「
ア
メ
リ
カ
人
を
ひ
と
り
残
ら

ず
殺
し
て
し
ま
い
た
い
、
と
い
う
暗
い
情
念
に
と
ら
わ
れ
つ
づ
け
て
き
た
。
」

「
末
期
の
思
想
を
中
核
と
し
て
も
た
な
い
平
和
運
動
は
、
も
は
や
い
か
な
る

意
味
に
お
い
て
も
存
在
理
由
を
も
ち
え
な
い
」（
「
私
は
殺
し
た
い
」
一
九
六
八

年
）
。
良
く
知
ら
れ
た
上
野
英
信
の
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
被
爆
者
の
無

念
だ
け
を
読
む
の
は
浅
薄
で
あ
っ
て
、
「
殺
意
の
や
い
ば
」
が
、
旧
植
民
地

や
在
日
の
人
々
に
よ
っ
て
自
分
に
向
け
る
そ
れ
で
あ
る
こ
と
に
も
、
当
然
な

が
ら
上
野
は
気
づ
い
て
い
た
。
被
害
と
加
害
の
交
錯
と
い
う
問
題
は
、
封
印

し
た
ラ
ー
ゲ
リ
の
記
憶
に
対
峙
し
、
「
〈
人
間
〉
は
つ
ね
に
加
害
者
の
な
か
か

ら
生
ま
れ
る
」
（
「
ペ
シ
ミ
ス
ト
の
勇
気
に
つ
い
て
」
一
九
七
〇
年
）
と
述
べ
た

石
原
吉
郎
に
も
通
じ
よ
う
。
石
原
は
、
「
広
島
を
「
数
に
お
い
て
」
告
発
す

る
人
び
と
が
、
広
島
を
投
下
し
た
人
と
ま
さ
に
同
罪
で
あ
る
」
（
「
ア
イ
ヒ
マ

ン
の
告
発
」
一
九
七
二
年
）
と
断
じ
た
が
、
「
告
発
」
と
い
う
言
葉
が
位
置
す

る
当
時
の
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
社
会
運
動
の
在
り
方
に
対
す
る
彼
な
り
の

違
和
の
表
明
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
「
お
の
れ
の
傷
口
を
誇
り
に
す
る

〝
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
運
動

〟
」
と
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
象
徴
さ
れ
る
工

業
力
誇
示
」
で
は
「
民
族
的
憤
激
は
解
決
」
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
「
正
当
に
表
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現
し
た
文
字
は
終
戦
の
詔
勅
」
に
し
か
な
く
、
原
爆
を
「
良
心
の
呵
責
な
し

に
作
り
う
る
の
は
唯
一
の
被
爆
国
・
日
本
以
外
に
な
い
」
（
「
私
の
中
の
ヒ
ロ

シ
マ
」
一
九
六
七
年
）
な
ど
と
、
日
本
の
植
民
地
主
義
の
問
題
を
避
け
る
こ

と
で
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
か
ら
核
武
装
の
夢
を
紡
ご
う
と
し
た
三
島
由
紀
夫
の
よ

う
な
文
学
者
も
い
た
。

見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
〈
表
現
〉
の
多
く
が
、
〈
運
動
〉
の
渦

中
や
周
辺
か
ら
生
ま
れ
、
受
け
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
運
動
〉
へ
の
様
々
な
反
発
や
違
和
を
含
ん
だ
〈
表
現
〉
さ
え
も
、
見
方
を

変
え
れ
ば
そ
の
距
離
感
こ
そ
が
、
〈
表
現
〉
の
内
実
や
読
ま
れ
方
を
あ
る
程

度
方
向
づ
け
た
と
も
言
え
よ
う
。
原
水
禁
運
動
分
裂
を
背
景
に
、
『
ヒ
ロ
シ

マ
・
ノ
ー
ト
』
は
新
た
な
生
き
方
を
模
索
す
る
人
々
に
広
く
読
ま
れ
、
ベ
ト

ナ
ム
反
戦
運
動
の
高
ま
り
を
強
く
意
識
し
て
『
黒
い
雨
』
は
執
筆
さ
れ
た
。

小
田
実
は
、
原
水
禁
運
動
が
抱
え
こ
ん
だ
被
爆
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
乗
り
越

え
る
思
想
を
、
ベ
平
連
運
動
を
通
し
て
発
見
、
鍛
え
て
い
っ
た
。
や
は
り
ベ

平
連
に
参
加
し
た
長
岡
弘
芳
は
、
「
原
爆
文
学
史
」
を
構
想
、
読
書
サ
ー
ク

ル
「
原
爆
文
献
を
読
む
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
栗
原
貞
子
も
べ
平
連
の
活
動

を
通
し
て
、
自
己
の
原
爆
体
験
を
問
い
直
し
、
侵
略
の
記
憶
を
「
ヒ
ロ
シ
マ

と
い
う
と
き
」（
一
九
七
二
年
）
に
刻
み
込
ん
だ
。
サ
ー
ク
ル
村
の
運
動
か
ら

出
発
、
水
俣
病
患
者
支
援
に
携
わ
り
な
が
ら
『
苦
海
浄
土
』（
一
九
六
九
年
）

を
発
表
し
た
石
牟
礼
道
子
は
、
長
崎
で
被
爆
し
た
朝
鮮
人
の
聞
書
き
「
菊
と

ナ
ガ
サ
キ
」（
一
九
六
八
年
）
を
ま
と
め
、
そ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
丸
木
位
理
・

俊
夫
妻
に
よ
っ
て
『
原
爆
の
図
』
第
一
二
部
「
か
ら
す
」（
一
九
七
三
年
）
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
〈
表
現
〉
に
よ
る
原
爆
体
験
の
再
発
見
、

新
た
な
意
味
づ
け
は
、
被
爆
者
救
済
運
動
の
不
充
分
だ
が
ひ
と
つ
の
成
果
と

し
て
制
定
さ
れ
た
「
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
」
（
一
九
六
八

年
）
、

年
代
前
半
か
ら
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
在
韓
被
爆
者
支
援
、
裁
判

70

闘
争
と
い
っ
た
社
会
的
動
向
と
切
り
離
さ
れ
て
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

栗
原
貞
子
の
詩
集
『
私
は
広
島
を
証
言
す
る
』（
一
九
六
七
年
）
の
タ
イ
ト

ル
が
典
型
的
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
証
言
集
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は

も
と
よ
り
小
説
や
詩
と
い
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
文
芸
作
品
も
、
自
律
し
た

価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
享
受
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
広
義
の
「
証
言
」

と
し
て
の
役
割
を
社
会
的
に
担
っ
た
。
一
九
七
〇
年
前
後
を
「
証
言
」
の
時

代
と
名
付
け
た
の
は
成
田
龍
一
で
あ
る
が
（
『
「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史

―

語
ら
れ
た
体
験
／
証
言
／
記
憶
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
を
直
接
知
ら
な
い
世
代
の
登
場
に
よ
っ
て
、
戦
争
体
験
の
継
承
が
社
会

的
な
課
題
と
さ
れ
、
直
接
的
に
は
様
々
な
〈
運
動
〉
と
と
も
に
記
録
証
言
集

を
輩
出
し
た
。
『
黒
い
雨
』
や
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
な
ど
、
被
爆
体
験

を
持
た
な
い
書
き
手
の
小
説
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
の
も
、
戦
争
や
原
爆
体
験
の
歴
史
化
の
動
き
と
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
さ
ら

に
体
験
の
歴
史
化
は
、
体
験
の
思
想
化
と
い
う
問
題
と
も
関
係
す
る
。
近
年

の
東
村
岳
史
の
論
考
は
、
長
崎
の
証
言
運
動
に
お
け
る
そ
れ
を
論
じ
て
示
唆

に
富
む
（
「
「
生
活
記
録
」
か
ら
「
証
言
」
へ

―
「
長
崎
の
証
言
の
会
」
創
設
期

と
鎌
田
定
夫
」
『
原
爆
文
学
研
究
』

号
、
二
〇
一
二
年
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
『
長

11

崎
の
証
言
』
と
そ
の
後

―
写
真
に
よ
る
被
爆
者
の
表
象
小
史
」
同

号
、
二
〇

12

一
三
年
）
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
長
崎
の
証
言
運
動
に
は
、
多
か
れ
少
な
か

れ
、
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
佐
世
保
入
港
阻
止
闘
争
（
一
九
六
八

年
）
が
影
響
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
前
線
基
地
と
し
て
の
佐
世
保
の

問
題
は
、
「
ナ
ガ
サ
キ
」
の
歴
史
の
再
発
見
の
あ
り
よ
う
と
も
深
く
結
び
つ

い
て
い
た
。
ま
た
さ
ら
に
い
え
ば
、
『
長
崎
の
証
言
』
編
集
委
員
で
あ
っ
た

山
田
か
ん
は
、
「
ひ
と
つ
の
「
証
言
」
と
し
て
」
長
崎
現
代
詩
の
系
譜
を
た
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ど
る
連
載
を
詩
誌
『
炮
氓
』
に
開
始
（
一
九
七
一
年
）
、
の
ち
に
そ
れ
は
『
長

崎
・
詩
と
詩
人
た
ち

―
反
原
爆
表
現
の
系
譜
』（
一
九
八
四
年
）
に
結
実
す

る
。ジ

ャ
ン
ル
に
つ
い
て
、
別
角
度
か
ら
言
え
ば
、
た
と
え
ば
、
井
伏
が
「
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
と
し
て
『
黒
い
雨
』
を
執
筆
し
た
と
発
言
す
る
よ
う
に
（
本

誌
掲
載
の
中
谷
い
ず
み
「
『
黒
い
雨
』
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
参
照
）
、
小
説
／
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
、
あ
る
い
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
／
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

区
分
は
、
書
き
手
や
読
み
手
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
自
明
の
も
の
と
し
て
固

定
的
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
先
に
名
前
を
挙
げ
た
『
苦

海
浄
土
』
は
、
私
小
説
か
聞
書
き
か
、
と
い
う
対
立
図
式
の
い
ず
れ
の
項
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
か
で
、
評
価
の
仕
方
を
大
き
く
左
右
さ
れ
た
）
。
『
黒
い
雨
』
は
そ

う
し
た
境
界
の
力
学
を
通
し
て
「
原
爆
文
学
」
の
正
典
に
な
る
の
だ
が
、
長

岡
弘
芳
は
『
黒
い
雨
』
の
価
値
を
認
め
つ
つ
も
、
「
一
人
の
文
学
的
天
才
よ

り
は
、
多
く
の
人
間
的
誠
実
さ
の
継
続
す
る
多
様
な
個
性
的
営
為
こ
そ
が
、

原
爆
文
学
に
あ
っ
て
は
と
り
わ
け
重
要
な
の
だ
」（
『
原
爆
文
学
史
』
、
一
九
七

三
年
）
と
述
べ
、
「
数
多
く
の
日
記
や
記
録
、
手
記
の
類
い
と
分
ち
難
く
結

び
つ
い
て
書
き
継
が
れ
て
き
た
」
（
『
原
爆
民
衆
史
』
、
一
九
七
七
年
）
も
の
と

し
て
「
原
爆
文
学
史
」
を
構
想
す
る
。
長
岡
に
つ
い
て
は
少
し
論
じ
た
こ
と

も
あ
る
が
、
今
後
さ
ら
な
る
議
論
が
俟
た
れ
よ
う
。
大
き
く
言
っ
て
お
け
ば
、

彼
の
試
み
は
、
文
壇
中
心
の
戦
後
日
本
文
学
史
の
空
白
を
埋
め
る
試
み
で
あ

る
以
上
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
「
文
学
」
な
ら
ざ
る
も
の
と
み
な

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
〈
表
現
〉
の
数
々
に
、
「
文
学
」
を
探
り
あ
て
よ
う
と
し

た
〈
運
動
〉
で
は
な
か
っ
た
か
。「
文
学
」
と
「
文
献
」
の
定
義
の
狭
間
で
、

あ
る
い
は
〈
表
現
〉
そ
の
も
の
と
〈
表
現
〉
主
体
と
し
て
の
「
民
衆
」
へ
の

関
心
の
間
で
揺
れ
動
い
た
長
岡
の
軌
跡
に
、
断
念
や
挫
折
も
含
め
て
「
文
学
」

の
再
定
義
の
可
能
性
を
想
像
す
る
の
だ
が
、
先
に
触
れ
た
山
田
か
ん
と
も
比

較
し
つ
つ
、
改
め
て
稿
を
用
意
し
た
い
。

誤
解
の
無
い
よ
う
に
改
め
て
強
調
し
て
お
く
が
、
〈
表
現
〉
さ
れ
た
「
テ

キ
ス
ト
」
の
意
味
を
、
〈
運
動
〉
と
い
う
「
コ
ン
テ
キ
ス
ト
」
に
還
元
し
よ

う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
被
爆
者
救
済
運
動
、
在
韓
被
爆
者
支
援
、
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
運
動
、
証
言
・
継
承
運
動
、
あ
る
い
は
読
書
サ
ー
ク
ル
の
組
織
化
と

い
っ
た
様
々
な
〈
運
動
〉
と
結
び
つ
き
、
時
に
は
背
離
も
す
る
〈
表
現
〉
は
、

既
存
の
制
度
や
法
が
不
可
視
化
し
て
き
た
領
域
を
切
り
開
き
、
あ
る
い
は
新

た
に
別
の
死
角
を
生
み
出
し
、
体
験
の
継
承
あ
る
い
は
思
想
化
と
い
っ
た
問

題
と
も
不
可
分
で
あ
っ
た
。
〈
運
動
〉
と
し
て
の
〈
表
現
〉
、
〈
表
現
〉
と
し

て
の
〈
運
動
〉
と
も
呼
ぶ
べ
き
、
〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉
の
内
実
を
深
く
理

解
す
る
た
め
に
こ
そ
、
両
者
の
あ
い
だ
を
う
ご
め
く
出
来
事
の
把
握
が
不
可

欠
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
希
望
的
観
測
を
ひ
と
つ
述
べ
る
と
す

れ
ば
、
こ
う
し
た
試
み
は
、
核
・
原
爆
を
対
象
と
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
十
分

に
交
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
研
究
領
域

―
言
説
分
析
・
表
象
分
析
を
得
意

と
す
る
文
学
・
文
化
研
究
と
被
爆
者
救
済
援
護
運
動
な
ど
と
結
び
つ
き
展
開

し
た
経
験
社
会
学
的
研
究

―
を
架
橋
し
、
対
話
の
契
機
を
つ
く
り
だ
す
か

も
し
れ
な
い
。

※
※

本
特
集
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
を
も
と
に
し
た
三
つ
の
論
考
を
収
め

て
い
る
。
キ
ア
ラ
・
コ
マ
ス
ト
リ
「
被
爆
体
験
を
〈
書
く
〉

―
山
代
巴
と

『
原
爆
に
生
き
て
』
『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』
を
中
心
に

―
」
、
小
沢
節
子
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「
「
原
爆
文
献
を
読
む
会
」

―
会
報
に
み
る
活
動
の
紹
介
と
再
定
置
の
試

み
」
、
道
場
親
信
「
「
核
」
の
連
鎖
・
「
難
死
」
の
連
鎖
―
小
田
実

『H
IR
O
S
H
IM
A

』
を
読
む
」
で
あ
る
。
詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
を
読

ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
以
下
、
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
な
が
ら
、
少
し
感
想

め
い
た
も
の
を
自
由
に
記
し
て
お
き
た
い
。

コ
マ
ス
ト
リ
氏
は
、
山
代
巴
を
中
心

に
編
集
さ
れ
た
手
記
集
『
原
爆
に
生
き

て
』（
一
九
五
三
年
）
と
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』（
一
九
六
五
年
）

を
取
り
上
げ
、
同
時
期
の
他
の
手
記
集

や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
も
比
較
し
つ
つ
、

二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
連
続
性
と
差
異
、
継
承
と
転
回
の
軌
跡
を
立
体
的
に
描

き
出
し
た
。
声
を
発
す
る
こ
と
が
困
難
な
当
事
者
か
ら
言
葉
を
引
き
出
し
、

彼
ら
の
組
織
化
を
進
め
た
の
が
『
原
爆
に
生
き
て
』
で
あ
り
、
被
爆
者
運
動

が
組
織
化
さ
れ
る
中
で
、
な
お
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
人
々
の
姿
（
原
爆
孤
児

や
胎
内
小
頭
症
児
、
沖
縄
の
被
爆
者
、
相
生
通
り
の
在
日
朝
鮮
人
、
福
島
町
の
被

差
別
部
落
民
な
ど
）
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
手
法
で
と
ら
え
よ
う
と
し

た
の
が
『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』
で
あ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
意

義
を
位
置
づ
け
た
。

コ
マ
ス
ト
リ
氏
の
議
論
を
踏
ま
え
て
『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』
に
つ
い
て

言
え
ば
、
そ
れ
は
書
く
こ
と
を
通
し
て
、

年
代
半
ば
の
「
私
た
ち
」
を
問

60

い
直
し
、
新
し
い
公
共
圏
を
創
り
出
そ
う
と
し
た
試
み
で
あ
っ
た
と
理
解
し

て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
声
な
き
存
在
を
書
く
と
い
っ
た
場
合
、
ガ
ヤ
ト
リ
・

Ｃ
・
ス
ピ
ヴ
ァ
ッ
ク
の
い
う
「
サ
バ
ル
タ
ン
」
の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
表
象
＝

報告

キアラ・コマストリ
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代
弁
の
問
題
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
に
は
、
「
彼
ら
」
を
書
こ

．
．

う
と
す
る
「
私
た
ち
」
自
身
を
い
か
に
表
象
＝
再
現
す
る
の
か
と
い
う
課
題

．
．

が
存
在
す
る
は
ず
だ
。

〈
表
現
〉
に
よ
る
公
共
性
の
探
索
と
で
も
い
う
べ
き
〈
運
動
〉
。
こ
う
し

た
点
か
ら
も
さ
ら
な
る
議
論
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
声
な
き
存
在

を
表
象
し
た
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
発
話
行
為
と
し
て
の
機
能
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
お
そ
ら
く
関
連
す
る
の
が
、
テ
キ
ス
ト

の
具
体
的
な
読
ま
れ
方
で
あ
ろ
う
。
コ
マ
ス
ト
リ
氏
は
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー

ト
』
と
比
較
し
て
『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』
は
、「
発
刊
当
時
は
と
も
か
く
、

そ
の
後
急
速
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
〝
多

く
売
れ
た
〟
〝
広
く
読
ま
れ
た
〟
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
決
し
て

間
違
い
で
は
な
い
。
一
方
で
、
時
代
の
モ
ー
ド
の
よ
う
に
消
費
さ
れ
る
以
上

に
〝
繰
り
返
し
読
み
深
め
ら
れ
る
〟
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
実
際
の

受
容
の
場
に
即
し
て
指
摘
し
た
の
が
小
沢
節
子
氏
で
あ
る
。

小
沢
氏
は
、
「
原
爆
文
献
を
読
む
会
」
の
成

立
事
情
や
活
動
実
態
、
そ
の
後
の
展
開
に
つ

い
て
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
踏
ま

え
、
会
報
を
含
め
た
関
係
資
料
の
解
読
に
よ

る
再
定
置
を
試
み
た
。
従
来
の
研
究
は
、
あ

な
が
ち
間
違
い
と
は
言
え
な
い
に
せ
よ
、
急

進
的
な
政
治
主
義
を
主
張
す
る
若
者
と
文
献
重
視
の
年
長
者
の
対
立
と
い
っ

た
、
世
代
論
的
整
理
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
小
沢
氏
の
論
考
は
私
も
関
わ
っ

た
共
同
調
査
の
中
間
総
括
と
で
も
い
う
べ
き
内
容
だ
が
、
部
分
的
な
言
説
に

依
拠
し
た
従
来
の
議
論
が
捉
え
損
な
っ
た
会
の
複
雑
な
動
き
を
可
視
化
し
よ

報告 小沢 節子

う
と
す
る
。
長
岡
弘
芳
と
並
ん
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
中
島
竜
美
の
存
在
、

被
爆
者
の
語
り
に
時
に
性
急
に
す
ぎ
る
不
満
を
ぶ
つ
け
た
佐
藤
博
史
が
被
爆

二
世
で
あ
っ
た
こ
と
、
被
爆
者
の
夫
と
一
緒
に
会
に
参
加
し
た
鵜
沼
礼
子
の

役
割
な
ど
、
長
岡
一
人
に
収
斂
さ
れ
な
い
会
の
実
情
の
一
端
を
明
ら
か
に
し

た
意
義
は
大
き
い
。

小
沢
氏
は
触
れ
て
な
い
が
、
資
料
調
査

の
な
か
で
、
「
私
達
に
と
っ
て
原
爆
被
爆
と

は
何
か
」
と
い
う
小
冊
子
（
Ａ
４
版
、
表
紙

裏
表
紙
あ
わ
せ
て
十
六
頁
。
表
紙
に
一
九
七
一

年
四
月
二
四
日
と
記
載
）
を
確
認
し
た
。
会

員
制
作
の
ス
ラ
イ
ド
作
品
『
あ
る
原
爆
被

災
者
の
記
録

福
島
菊
次
郎
写
真
集
「
ピ
カ

ド
ン
」
よ
り
』
を
中
心
と
し
た
映
画
上
映
会
で
配
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

．
．
．
．
．

上
映
会
の
意
義
（
Ｓ
＝
佐
藤
博
史
か
）
や
ス
ラ
イ
ド
制
作
の
過
程
を
説
明
（
中

島
竜
美
、
鵜
沼
礼
子
）
す
る
文
章
が
並
ぶ
中
、
「
「
原
爆
の
図
」
に
こ
と
よ
せ

て
」
（
田
中
瑞
枝
）
と
い
う
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
者
が
ど
の
よ

う
な
人
物
か
は
不
明
だ
が
、「
原
爆
の
図
」
の
成
立
、

年
代
全
国
巡
回
展
、

50

海
外
巡
回
展
に
言
及
、
ス
ラ
イ
ド
と
と
も
に
映
画
「
原
爆
の
図
」
が
上
映
さ

れ
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
映
画
は
第
八
部
ま
で
収
め
て
い
る
と
あ
る
の

で
、
今
井
正
版
（
一
九
五
三
年
）
で
は
な
く
宮
島
義
勇
版
（
一
九
六
七
年
）
で

あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
自
主
制
作
ス
ラ
イ
ド
と
一
緒
に
上
映
し
た
だ
け
な
の
か
。

そ
れ
と
も
上
映
運
動
に
あ
た
っ
て
積
極
的
に

年
代
の
巡
回
展
の
記
憶
が
想

50

起
さ
れ
た
の
か
。
現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
の
憶
測
は
慎
み
た
い
が
、
あ
る
こ

と
を
改
め
て
考
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

先
に
紹
介
し
た
コ
マ
ス
ト
リ
氏
の
論
考
で
は
、

年
代
の
手
記
集
編
纂
を

50

司会 川口 隆行
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意
識
す
る
こ
と
で
、
『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』
が
誕
生
し
た
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
た
。
以
前
、
私
も
『
わ
れ
ら
の
詩
』
（
一
九
四
九
年
～
五
三
年
）
復
刻

に
関
わ
っ
た
際
、
会
員
で
あ
っ
た
深
川
宗
俊
や
御
庄
博
実
ら
が
、

年
代
以

70

降
、
元
朝
鮮
人
徴
用
工
支
援
や
在
韓
被
爆
者
救
済
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
評

論
に
ま
と
め
、
詩
や
短
歌
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。
本
誌
掲
載

の
黒
川
伊
織
氏
の
『
今
堀
誠
二
『
原
水
爆
時
代
』
再
読
―
一
九
五
一
年
「
原

爆
記
念
全
国
平
和
会
議
」
の
位
置
づ
け
を
中
心
に
―
』
に
も
、
や
は
り
深
川

に
触
れ
、
「
日
本
の
左
派
が
朝
鮮
人
の
運
動
と
出
会
い
な
お
し
て
い
っ
た
さ

ま
を
跡
づ
け
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。

年
代
の
経
験
と

・

年
の
経
験
は
、
い
か
に
継
承
・
切
断
し
て
い
る
の

50

60

70

か
。
今
後
、
具
体
的
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

長
岡
弘
芳
に
つ
い
て
は
、
別
に
議
論
を
用
意
す
る
と
前
述
し
た
が
、
蛇
足

つ
い
で
に
少
し
。「
読
む
会
」
が
被
爆
者
運
動
と
の
協
同
に
傾
く
に
つ
れ
〈
運

動
〉
を
離
脱
し
た
長
岡
で
あ
る
が
、
松
坂
北
高
等
学
校
在
学
中
（
一
九
四
八

～
五
一
年
）
、
平
和
懇
談
会
と
い
う
共
産
党
系
の
学
生
団
体
に
所
属
、
社
会

運
動
に
熱
心
に
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
後
に
松
坂
市
長
に
な
る
詩
人

の
梅
川
文
男
と
出
会
う
。
当
時
梅
川
は
共
産
党
徳
田
派
（
主
流
派
）
に
属
し

て
い
た
（
梅
川
と
長
岡
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
尾
西
康
充
『
近
代
解
放
運
動
史
研

究

―
梅
川
文
男
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
同
「
梅

川
文
男
・
長
岡
弘
芳
・
竹
内
浩
三

―
三
重
の
反
戦
詩
人
た
ち
」
『
ふ
び
と
』
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号
、
二
〇
一
三
年
に
詳
し
い
）
。
卒
業
後
、
五
一
年
か
ら
五
三
年
の
間
、
日
本

レ
イ
ヨ
ン
岡
崎
工
場
に
勤
務
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
関
係
者
の
証

言
は
む
ろ
ん
本
人
の
言
及
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
『
長
岡
弘
芳

詩
集
』（
一
九
九
五
年
）
の
遠
丸
立
に
よ
る
解
説
に
「
一
九
五
二
年
、
二
〇
歳
、

松
坂
で
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
詩
を
書
き
は
じ
め
て
い
る
」
と
い

う
記
述
が
あ
っ
て
、
「
松
坂
」
は
「
岡
崎
」
の
間
違
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
頃
の
詩
作
は
、
詩
集
に
も
遺
稿
集
に
も
載
っ
て
い
な
い
。

や
や
回
り
道
を
し
た
が
、
最
後
に
道
場
親

信
氏
の
論
考
を
紹
介
し
て
文
章
を
結
び
た
い
。

コ
マ
ス
ト
リ
氏
の
議
論
が
、

・

年
代
の

60

70

前
史
と
し
て
の

年
代
を
踏
ま
え
た
内
容
で

50

あ
る
の
に
対
し
て
、
道
場
氏
の
議
論
は
、

・
60

年
代
の
〈
運
動
〉
を
通
し
て
発
見
し
た
思

70

想
的
課
題
の
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
後
史
を
扱
っ
て
い
る
。
道
場
氏
は
、
こ

れ
ま
で
も
小
田
実
に
つ
い
て
度
々
論
じ
て
お
り
、
特
に
「
「
難
死
」
の
思
想

と
現
代
」
（
『
わ
れ
ら
の
小
田
実
』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
運
動
の
経
験
と
思
想
化
に
つ
い
て
重
厚
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
本

特
集
を
企
画
す
る
に
あ
た
っ
て
、
す
で
に
な
さ
れ
た
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、

小
説
『H

IR
O
S
H
IM
A

』
（
一
九
八
一
年
）
を
論
じ
る
よ
う
に
、
無
理
を
承
知

で
お
願
い
し
た
。
テ
ー
マ
が
拡
散
し
す
ぎ
な
い
限
界
ま
で
議
論
の
射
程
を
広

げ
る
こ
と
が
、
「
戦
後

年
」
連
続
企
画
の
一
環
と
し
て
重
要
と
判
断
し
た

70

か
ら
だ
。

道
場
氏
は
、
小
田
が
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
か
ら
見
出
し
た
「
難
死
」
の
思

想
と
「
被
害
者
＝
加
害
者
」
連
環
と
い
う
二
つ
の
系
か
ら
な
る
議
論
を
軸
と

し
て
、
『H

IR
O
S
H
IM
A

』
の
読
解
を
試
み
る
。
「
難
死
」
の
絶
対
性
と
被
害

＝
加
害
の
絶
対
性
の
緊
張
関
係
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
原
爆
と
い
う
出
来
事

の
全
体
性
を
表
象
す
る
戦
略
と
し
て
、
「
難
死
」
者
の
呪
い
の
重
層
化
、
憑

依
の
場
の
持
続
的
な
創
出
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
に
こ
そ
『H

IR
O
S
H
IM
A

』

の
文
学
的
実
験
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
道
場
氏
は
、
小
田
が
何

報告 道場 親信
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度
も
『H

IR
O
SH
IM
A

』
に
立
ち
戻
り
、
対
峙
し
、
自
己
解
説
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
自
分
の
思
想
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
点
を
強
調
す
る
（
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
図
ら
ず
も
本
特
集
の
射
程
は
、

年
代
半
ば
、
「
戦
後

年
」
頃
ま

90

50

で
広
が
る
こ
と
に
な
っ
た
）
。

道
場
氏
の
議
論
に
ま
ず
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
、
私
を
含
め
た
狭
義
の
「
文

学
（
研
究
）
者
」
に
よ
る
『H

IR
O
S
H
IM
A

』
論
の
ダ
メ
さ
で
あ
る
。
小
説

の
構
造
、
機
能
、
機
構
に
即
し
た
議
論
が
あ
ま
り
に
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。

あ
る
い
は
、
小
田
の
自
己
解
説
に
手
玉
に
取
ら
れ
て
い
た
。
道
場
氏
は
、
自

己
解
説
や
評
論
的
言
説
を
参
照
す
る
が
、
そ
の
時
期
的
な
揺
れ
を
も
丁
寧
に

腑
分
け
し
つ
つ
、
〈
運
動
〉
と
し
て
の
小
説
〈
表
現
〉
の
解
明
に
向
か
お
う

と
し
た
（
ち
な
み
に
道
場
氏
の
専
門
は
日
本
社
会
科
学
史
、
社
会
運
動
論
）
。

道
場
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
『H

IR
O
SH
IM
A

』
を
議
論
す
る
に
あ

た
っ
て
重
要
に
な
る
こ
と
を
一
言
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
小
田
が
あ
ま
た
の
自

作
解
説
に
お
い
て
〝
語
ら
な
か
っ
た
〟
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
吟
味
、

熟
考
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
関
連
す
る
こ
と
を
や
は
り
ひ
と
つ
だ
け

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
主
体
の
重
層
性
と
い
う
戦
略
に
よ
っ
て
、
第
一
部
の

登
場
人
物
た
ち
の
多
く
が
、
第
三
部
に
お
い
て
誰
か
に
憑
依
し
、
再
現
さ
れ

る
。
だ
が
、
道
場
氏
が
注
７
で
注
意
深
く
示
唆
す
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
女
性
・

乙
順
は
、
誰
に
も
憑
依
で
き
ず
、
そ
の
声
と
存
在
は
宛
先
を
失
っ
た
ま
ま
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
無
い
物
ね
だ
り
で

は
な
い
。
小
田
の
〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉
の
軌
跡
の
意
義
を
、
現
在
に
甦
ら

せ
る
た
め
に
必
要
な
問
い
と
思
う
か
ら
だ
。
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